セパレーションサイエンス‘2014
講演主題：分離科学への期待と展望
---安全・安心・社会を支える分離分析の将来---
1992年に分析化学会の理事会からの呼びかけに応えて、クロマトグラフィー関連の4つの研究懇談会（液体クロマトグラフィー：LC、ガスクロマトグラフィー：GC、イオンクロマトグラフィー：IC、フローインジェクション分析：FIA）が集まり、お互いの情報交換を目的にして、研究発表会を開く事が決まりました。そして、翌1993年の春（5月）に北里大学で第一回分離科学関連研究連合発表会がLC懇の主催で催されました。その結果は、参加者も多く、大変好評であったため継続する事としました。以後、名称を「Separation Sciences‘○○」とする事とし、LC,GC,IC,FIA各研究懇談会が順に幹事を担い、1994年度からは毎年開催され現在に至っています。途中で電気泳動研究懇談会が加わった時期もありましたが、現在は当初のグループで運営されており、今年で21回目を迎えます。
長い歴史の中で、分離科学の基礎を紹介する講座や市民講座を開催して分離科学が社会に果たす役割をわかり易く紹介したり、学生が初めて発表する練習の場として利用されたり、研究懇談会の協力で日中韓シンポジウムを立ち上げたり、様々な取り組みを通じ大いに情報交換を行い研究の活性化をはかってきました。一般の学会発表ではなかなか他の分野の発表を聞く機会もなく、分離科学全体の動向を一度に集め知る機会を提供してきたSSはユニークな存在でした。
しかし、近年、学会が増え、基礎的な研究発表の場も機会も格段に増加しており、応用分野の発表では用いる手法も多様化してきました。当初目的とした研究懇談会グループが協力する発表の場の役割にも変化が見られるようになってきました。本部理事会からも、分析化学討論会内での開催を打診されるに至りました。そこで、今回をもって最終回とし、分離科学への期待と展望をテーマに記念講演会を開催して今までに果たしてきた役割を総括することとしました。研究発表会の開催は終了する事になりましたが、今後の分離科学の発展には関連する研究懇談会間の連携は重要であり、その果たす役割に応じて情報交換・交流の機会を設けていくこととしたいと考えております。
SSの立ち上げを行った諸先生、実行委員として会を支えてきた各方面の方々、長年会の運営に関わった関係者の方々、研究発表や講演に御協力頂いた様々な方にこの場を借りて篤く御礼申し上げます。また、最終回の開催場所を提供して戴き、運営を支えて戴いた（一社）日本分析機器工業会に深く感謝申し上げます。
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